












1.はじめに 

 厚生省小児慢性特定疾患のなかで呼吸器疾患患者がどの位医療給付を受けているかの調

査は,ほとんどの都道府県が“1 ヶ月以上の入院加療を受けた患児"を対象にしていること

から,その数は比較的重症な呼吸器疾患児の推定にもなる。 

 呼吸疾患群のなかでの代表は気管支喘息患児であるが,この気管支喘息の増加は近年め

ざましく,医療費給付を受ける患児の増加を経年的に比較することは大切なことといえる。 

 そこで,昨年の伊豆大島での喘息実態調査と,昭和 56 年度の全国医療給付の実態を調べ,

昭和 53 年度との比較,またこういった調査から今後の予測を行ってみた。 


